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研究成果の概要（和文）：本研究では，長崎における原爆投下による被害に関する全天球VR教材および，真珠湾
攻撃に関する全天球VR教材を開発した．学習者は，タブレット端末を使用することによって，上下左右360度の
VR環境を体験することができる．なお，本教材は，日本語および英語による文字の表記と音声解説を実装した．
本教材を活用した授業実践から，VR環境における擬似的な体験による学習効果を示すことができた．また，長崎
とホノルルによる遠隔授業を実践した結果，異質性の中に含まれる他者との「異なる価値観」や「同じ価値観」
を認識することができ，多様な観点から平和構築に対する思考を深め得る可能性が示された．

研究成果の概要（英文）：This study developed spherical panorama VR learning material for peace 
education. This learning material has contents concerning damage of atomic bombs in Nagasaki and 
Pearl Harbor attack. Learners can see spherical panorama contents and images, which are synchronized
 with learner-operated movements of the tablet device. In addition, this learning material has audio
 and text descriptions in Japanese and English.
As a result of practice class using the spherical panorama VR learning material, learning effect by 
simulated experience in VR environment could be shown.
Furthermore, as a result of practicing distance classes connecting Nagasaki and Honolulu, it was 
able to recognize "different values" and "same values" with other people. In addition, this learning
 material showed possibility to deepen thinking about peace building from various viewpoints.

研究分野：教育工学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
	 現代社会におけるデジタル情報時代の到来
により，複雑な問題に柔軟に対応できる能力
や新しい知識を継続的に生み出し続ける能力
が必要とされている[1]．また，産業基盤経済
から情報基盤経済への変遷により，定期的な
仕事や肉体労働を伴う仕事が減少し，見通し
が利かない抽象的な課題への取組が増加して
いる[2]．このようなデジタル情報時代におい
て，論理的かつ省察的，懐疑的な思考を包含
する「批判的思考力」を備えた人材育成は急
務である． 
	 一方，戦後 70年が経過し，被爆体験証言者
の高齢化にともなった継承者の減少は，喫緊
の課題である．また，原爆投下の様子を身近
な人から聞いた経験や，マスメディアを通じ
て知る児童・生徒は減少しており[3]，教育現
場における平和学習の必要性が示されている．
さらに，原爆について話題にする頻度や原爆
投下の日付の正答率が若い世代になるにつれ
て減少しており[4]，次世代のための平和学習
の在り方について検討する必要がある． 
	 教育現場に目を向けると，ICT の急速な普
及にともない，タブレット端末の活用は思考
力や判断力，表現力を養うツールとして期待
が高まっている[5]．さらに，全天球カメラの
登場により[6]，容易にパノラマ画像を撮影す
ることができ，タブレット端末と併用した VR
（Virtual Reality）コンテンツを開発するこ
とで，直感的な操作による疑似体験を提供し
得る．また，インターネットにおける通信速
度の高速化や無料ビデオ電話の普及により，
国内外での遠隔教育が比較的容易になった． 
	 これらの背景から，太平洋戦争における重
要な地点である長崎と真珠湾を題材として，
多面的な思考を促す平和学習用 VR 教材を提
供する着想を得た．さらに，日米遠隔平和学
習を通して，批判的思考力育成の観点から知
見を得ることで，次世代のための平和学習の
在り方を検討することとした． 
 
２．研究の目的 
	 本研究は，長崎における原爆投下および，
ハワイオワフ島における真珠湾攻撃による２
つの観点からの被害を実感し，多面的な学び
を促す全天球パノラマ VR 教材を開発するこ
とを目的とした．さらに，開発した VR 教材
を用いて，学習者の批判的思考力の育成をね
らいとした遠隔平和学習を実践した． 
 
３．研究の方法 
(1)平和学習に関する調査・資料収集	
	 長崎における原爆投下の被害に関する調査
および，ホノルルにおける真珠湾攻撃による
被害に関する調査を実施し，資料収集を行っ
た．特に，ホノルルにおける真珠湾攻撃に関
する調査では，75周年の慰霊式典の日に合わ
せて訪問することで，現地での平和に対する
関心や意識について実地調査を行った．	
	

(2)全天球 VR教材の開発	
	 調査によって収集した資料をもとに，図１
に示す全天球パノラマ VR教材を開発した．本
研究では，ゲーム開発用統合ソフトウェア
（Unity5）を使用し，iOS 用のアプリケーショ
ンとしてパノラマ VR 環境を構築した．なお，
教育現場での使用を想定したトラブル回避の
ひとつとして，インターネットを介さずに，
ローカル環境のみで使用できる仕様にした．
さらに，インタフェース評価をすることで，
教材の課題を抽出し，教材改善の基礎データ
を得た．	
	
(3)教材の学習効果の検討	
	 全天球 VR 教材を活用した授業実践を行う
ことによって，本教材の学習効果について検
討した．本研究では，主な内容として，以下の
２つの実践を行った．	
	 まず，小学６年生を対象に本教材が有する
VR環境における探索的な学習の効果について
検討した．学習者らは，４〜５名で１台のタ
ブレット端末を利用して，コンテンツを視聴
した．また，全天球パノラマ VR教材を使用し
て自由に探索した学習者らを「自由探索群（30
名）」とし，学習内容に関する気づきをワーク
シートに記入した学習者らを「ワークシート
群（30名）」として，分析時の「学習活動」の
要因とした．また，本授業実践の前後におけ
る事前テスト・事後テストに加えて，知識の
定着について検討すべく，1 ヶ月後に追跡テ
ストを実施した．事前テストと事後テスト，
追跡テストでは，同様の課題を児童らに施行
し，「得点推移」の要因を設け，二要因混合比
較による分析を行った．また，授業実践後に
アンケート調査を実施し，教材活用に関する
主観評価を得た．	
	 次に，太平洋戦争における加害面と被害面
の実相に迫る学びとして，本教材を利用した
平和教育を実践した．戦争の加害面について
は，真珠湾からの遠隔中継によって現地の様
子を実感できるようにした．また，被害面に
ついては，被爆体験証言者減少の課題解決の
一助としても想定し，長崎の被爆の実相を提
示する全天球 VR 教材を使用した．本実践は，
日本の大学生 19名を対象とし，被爆地のひと
つである長崎県で実践した．また，日本学生
が戦争の加害面と被害面を学ぶ上で，多角的

図 1 全天球パノラマ VR 教材 



思考を促す手立てとして，異質性を有し得る
ラオス学生 24名を対象とした．なお，真珠湾
攻撃および長崎の原爆投下についての学習後
に，日本学生とラオス学生との異質性を確認
すべく，「真珠湾攻撃についてどう思います
か」，「原爆投下についてどう思いますか」の
２つの質問に自由記述で解答させた．調査後，
自由記述による解答をカテゴリに分類して集
計した．また，すべての実践を終えた後に本
実践に関する感想について，日本学生を対象
に自由記述による解答を得た．さらに，感想
に関する解答をカテゴリに分類して集計し，
本実践の効果について検討した．	
	
４．研究成果	
(1)全天球 VR教材の概要	
	 本研究では，加害と被害の両面を学ぶこと
が可能な全天球パノラマ VR 教材を開発した
（図１）．具体的には，長崎における原爆投下
の被害の実相を伝える全天球 VR 教材を開発
した．さらに，日本側から捉えられる加害の
面である真珠湾攻撃に関する全天球 VR 教材
を同様の手続きで開発した．それぞれの教材
は，タブレット端末を利用して視聴すること
が可能である．また，アプリケーション内の
地図上に設定された地点をタップすることで，
その場の全天球画像が表示される．なお，学
習者はタブレット端末を動かすことで上下左
右 360 度の VR 環境を体験することができる．
さらに，VR環境に重畳表示された「現在の画
像」および「被害時の画像」をタップすると，
画像サイズが大きくなり，音声による解説が
流れる仕様とした．本教材には，言語が異な
る学習者らによる遠隔授業で使用できるよう
に日本語および，英語による文字の表記と音
声解説を実装した．	
	
(2)全天球 VR教材による学習効果	
	 授業実践による理解度テストの得点変移に
ついて分析した（図２）．その結果，自由探索
群とワークシート群は，事前テストから事後
テストの得点が同様に向上し，1 ヶ月後の追
跡テストにおいても，事後テストの得点が維
持されていた．したがって，知識獲得の観点
において，本教材による自由探索的活動は，
ノートテイキングと同等の効果が得られるこ
とが示された．	
	 アンケートによる主観評価の結果から，学
習活動に関わらず，「関心・意欲」，「理解」，
「実感」のすべての項目において比較的高い
評価を得た．したがって，学習者は本教材を
肯定的に捉えており，本やインターネットを
利用した従来の授業形態と比較して，理解し
やすいと感じた．また，本教材の利用時にノ
ートテイキングをすることで，学習内容に対
する関心や意欲を喚起することが示された．
学習者にとって，「書く」という活動は慣れ親
しんだ学習方略のひとつであり，学習内容に
対して肯定的な印象を与える要因になり得る
ことが推察された．さらに，自由探索の時間

を十分に設けることで，その他の地域に対す
る興味が高まる傾向が示された．		
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
(3)日米遠隔授業における学習効果	
	 表１に日本学生 17 名から収集した実践に
関する感想の集計結果を示す．抽出された感
想からは，「楽しかった」や「意義のあるもの
だった」，「新たな発見があった」などの「実践
の価値」に対する記述が 20件であり，もっと
も多かった．また，17名の解答者のうち，14
名が「実践の価値」に分類される感想を述べ
ており，本授業実践が多数の被験者らにとっ
て価値ある実践として位置づけられたことが
示唆された．		
	 また，「平和に対する考え方の違いが認識で
きた」や「歴史的な認識の違いがあった」など
の「異なる価値観の認識」についての記述が
８件挙げられており，ラオス学生との異質性
によって，「異なる価値観の認識」に関する感
想を得たことが推察された．さらに，「同じ考
え方もあった」や「平和に対する考えは同じ」

図 2 長崎原爆被害の理解度テスト 
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表 1 授業実践に関する感想の集計 

 

カテゴリ  件数 解答例 

実践の価値 2 0  
楽しかった 
意義のあるものだった 
新たな発見があった 

異なる価値観

の認識 
8  

平和に対する考え方の違いが認
識できた 
歴史的な認識の違いがあった 

同じ価値観 

の認識 
7  

同じ考え方もあった 
平和に対する考えは同じ 

ラオス学生に 

ついて 
7  

真剣に聴いてく れた 
フレンド リ ーだった 

異文化への 

関心 
5  

ラオスに行ってみたい 
ラオスの平和教育に興味がある 

言語の修得 5  
英語がう まく 話せなかった 
英語をもっと勉強し たい 

改善点 9  

事前に授業内容を知り たかった 
もう 少し時間がほし い 
真珠湾中継の伝わった部分が少
ない 
もっと VR教材を活用したい 

その他 6  
共有できたときの喜び 
平和教育を教えたい 



のように，異質な他者であるラオス学生との
中にも同じ価値観を認識していることが示さ
れた．したがって，本実践は異質性の中に含
まれる他者との「異なる価値観」や「同じ価値
観」を認識させることができ，多様な観点か
ら平和構築に対する思考を深め得ることで批
判的思考の育成に寄与し得る可能性が示唆さ
れた．	
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